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カリフォルニア発のバッグブランド「Kao Pao Shu」

2018年4月2日(月) より日本公式オンラインショップオープン

2018年4月吉日
株式会社リンクサイン

株式会社リンクサイン（本社：東京都港区 代表取締役：清水 龍太）は、カリフォルニア発のバッグブランド「Kao Pao Shu（カオパオシュウ）」

のライセンスを取得し、 2018年4月2日(月)より日本公式オンラインショップをオープンいたします。http://www.kaopaoshu.jp/

現在は国内数店舗のセレクトショップにおいて一部商品のみ購入が可能でしたが、日本公式オンラインショップでは 「Kao Pao Shu」が展開する全

ラインナップを取り揃え、日本での本格的な展開がスタートする運びとなります。

「Kao Pao Shu」について

直近では日本公式オンラインショップでの販売を中心に展開しますが、
2018年度内には百貨店やセレクトショップでの販売を視野に入れており、2年後には路面店での
販売を予定しています。

デザイナー写真

商品画像 商品画像 商品画像

Kao Pao Shuは、 2006年に東ヨーロッパのボスニア・ヘルツェゴビナの首都サラエボで
誕生し、熱意あるチーフ・デザイナー、ナイーダ・べゲタ氏の美学のもとに生まれたブラ
ンドです。
構造を深く理解しつつも型にはまらない高いデザイン理論をファッションに適用させるア
プローチにより、”若々しい反逆”と”上品な優美さ”が一体となったデザインが全ての作品
に備わっています。

Kao Pao Shuのデザインアプローチは、「ラインを構造化する」ことから産み出され、
※ウェビングとリボンと生地が縫い合わされることで連続的で立体的なラインが形成され、
多彩な形状に命が吹き込まれ、現代的且つ機能的なバッグとなっています。
その結果、自信そして刺激を発信し、流行り廃りに囚われない多彩さを発信する、有機的
な芸術作品として展開しています。
※シートベルトなどに用いられるベルト生地

また、Kao Pao Shuのアイテムは全てカリフォルニアでデザイン、ハンドメイドされてい
ます。

Kao Pao Shuのブランドを支えるのは、ボスニア・ヘルツェゴビナ サラエボ出身のチーフデザイナー
ナイーダ・ベゲタ氏です。
彼女は、自らに備わった能力を育みつつ、サラエボ大学のアカデミー・オブ・ファインアートにてプロダ
クトデザインの学位を取得しました。
デザインコンセプトは、立体の構造を熟知しつつも型にはまらないデザインを産み出すこと、
そして”若々しい反逆”と”上品な優美さ”をデザインに反映させることです。

カオ パオ シュウ

オールアイテムが遂に日本上陸 ウェビングを駆使したアーティスティックなデザインを展開
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http://www.kaopaoshu.jp/


株式会社リンクサイン 会社概要

会 社 名：株式会社リンクサイン Linksign CO., LTD.

代表取締役：清水 龍太

本社所在地：〒107-0062 東京都港区南青山4-17-33 グランカーサ南青山2階

T E L：050-3479-7648

事業内容：ブランドコンサルティング事業、新規事業コンサルティング事業、マーケティングコンサ

ルティング事業

U R L：http://linksign.co.jp/

＜本件に関するお問い合わせ＞

株式会社リンクサイン

担当：松野(まつの)

TEL：050-3479-7648 ／ E-mail：info@linksign.co.jp

2018年4月吉日
株式会社リンクサイン
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昔からよく周りの人に、「君のデザインはとても日本っぽいね」と言われることがありました。
私にとっては日本の美学や文化に関心があるのですごく褒め言葉でした。

日本のファッションはスタイリングがクリエイティブで自身の個性を表現しながら組み合わせがとても上手だと思います。
これまでに何度か日本を訪れたことがありますが古いモノと新しいモノの融合にいつも感心し楽しませてもらっています。
そういった背景によって日本の人々はハンドメイド作品の価値を理解していたり、その過程・製作の裏側といったところにまで
感謝の意があるのだと私は感じています。

私は日本のお客様が私のデザインをそれぞれのライフスタイルの一部として取り入れてくださっているのを目にすることがとて
も楽しみで大好きです。
みなさんのバッグのスタイリングや必要に合わせてカスタマイズした使い方からいつも新しい発見があります。

今回の日本での本格展開、公式オンラインサイトのオープンは私にとってとてもエキサイティングな試みです。
日本のみなさまにとってもKao Pao Shu のデザインがより身近でより気軽な存在になることを期待しています。

「Kao Pao Shu」チーフデザイナー ナイーダ・ベゲタ からのメッセージ

http://linksign.co.jp/

